2013-2-06
東京福中・福高同窓会運営細則

第1． 委員会の設置、及び担当する任務等

1、 総務委員会
1） 当番幹事の支援、並びに、役員、事務局と当番幹事との調整
2） 総会の企画運営
3） 名簿データの維持、管理
4） 同好会等の設置、及び活動に関する支援
　総会及び懇親会に関わる当番幹事の業務
　①総会及び懇親会用備品の保管、管理

　②懇親会の企画運営

　③総会及び懇親会案内の印刷、発送

　④懇親会の予算、会計報告、監査報告書の作成

　⑤その他総会における懇親会運営に関する事項
2、 広報委員会

1） 年1回以上の広報紙の編集、発行
2） 福岡、関西等他の福中福高同窓会広報担当者等との情報交換

3） 本会のホームページの開設、更新及び運営
4） ホームページ利用状況の常任幹事会への報告
5） ホームページに寄せられる情報を、必要に応じて事務局、各委員会等へ連絡

6） その他広報活動に有益な事項
3、 会員拡充委員会
1） 本会会員の拡充・新規会員の加入促進のために必要な施策の企画・立案・実行
2） 本会会員の拡充・新規会員の加入促進のために必要な本校、福岡、関西等の福中福高同窓会、常任幹事、総会当番幹事等との連絡・調整
3） 各回幹事や当番幹事との連絡を密にし、名簿の拡大更新を行うこと
4） 名簿未登載の卒業回につき、連絡可能者の調査探索
5） その他会員拡充に関する事項
4、 企画委員会

１）本会のあり方について提案する。その他、本会の会長から依頼される事項について、調査・研究し回答する

２）その他前号に関する事項
第2、 事務局の担当業務
1、 総会資料の作成
1） 活動報告の作成
2） 式次第の立案
2、 役員、常任幹事名簿の作成
3、 役員会、及び常任幹事会の招集、開催の事務
4、 福岡、関西同窓会、本校その他との対外的連絡

5、 その他各役員、委員会、当番幹事等との連絡、調整、統括など、本会運営の為に必要な事項
第3、 会計の業務

1、 会計用口座の開設及び管理
2、 年会費、寄付金等の入金管理
3、 年会費振込用紙の作成
4、 会計報告書、及び予算案の作成
5、 各委員会、事務局、同好会等の代表者、当番幹事などからの要請による支出

6、 その他の本会会計運営の為に必要な事項
第4、 同好会等の設置、及び活動に伴う業務
1、 会員は、同好会等の設置について複数の発起人の賛同を得て、当該学年常任幹事を通して常任幹事会に了承の決議を求めることができる

付則

1． 本運営細則は、平成8年3月の常任幹事会において採択された

2． 平成15年2月の常任幹事会において改正。第3の一部を改正し、第4を追加した

3． 平成16年2月の常任幹事会において第1を改正
4． 平成25年2月6日の常任幹事会において第1、第2、第4を改正
東京福中・福高同窓会会計細則
第1． 事業費

1. 総会・懇親会に係る事業費は、特別会計とし、一般会計とは別に独立採算を目指す

2. 総会・懇親会の予算案は、会計が事務局、総務委員会及び各回の当番幹事と協議した上で、定例の常任幹事会に諮る

本会計細則に定めのない、総会・懇親会以外の諸事業に係る一般会計の予算案は、会計が該当する各委員会、事務局、同好会等の代表者と協議した上で、定例の常任幹事会に諮る

第2． 委員会費

各委員会に、年間運営予算を計上する

各委員会は、委員会運営に要する実費（事業費を除く）に関しては、領収書等と引き換えに当該予算の範囲内で会計から事後支払いを受けることができる

第3． 渉外費

本会からその代表者が福岡、関西等の同窓会等に出張して出席する場合に備え、出張旅費の予算を計上する

本会から任を受け出張する代表者は、事前に費用の支払いを受けることができる

第4． 慶弔費

慶弔予算として、下記を計上する

1) 弔慰金

名誉会長または会長が死亡した場合、遺族に対して弔慰金を贈与する

2) 祝儀金

本会が、福岡、関西の同窓会等により招聘されて催事に出席する場合、祝儀金を贈与する

第5． 会計資料の保管

会計資料の保管期間については以下のとおりとする

1) 一般会計および特別会計決算報告書　　　
7年

2) 振替受払通知票（会費納入他）　　　　　
7年

3) 銀行預金通帳　　　　　　　　　　　　　過去7年間分が確認できること

4) 領収書等の証憑綴り　　　　　　　　　

7年

付則

本会計細則は、平成15年2月の常任幹事会において採択された

１．本会計細則は、平成20年2月5日の常任幹事会において、第1を改正

２．本会計細則は、平成25年2月6日の常任幹事会において、第1を改正

および第5を追加

